
●いしおか子育て夢づくり応援プラン進

　ちょく状況　P2・P3
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　国道６号千代田石岡バイパスの起工式が盛
大に行われたのは平成16年７月。交通の要
衝である石岡市内の慢性的な渋滞の解消や地
域産業の振興、そして百里飛行場連絡道路と
しても重要度が高まっているこのバイパス工
事が着々と進んでいます。地域住民だけでな
く県民全体から見ても早期完成が期待されて
います。
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『
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
』第
８
条
第
５
項
に
基
づ
き
、「
い

し
お
か
子
育
て
夢
づ
く
り
応
援
プ
ラ
ン
（
石
岡
市
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
）」
の
実
施
状
況
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

報
告
書
で
は
、
行
動
計
画
の
中
で
行
わ
れ
る
各
種
事
業
の
検
証
、
そ

し
て
平
成
17
年
度
実
施
状
況
、
お
よ
び
平
成
18
年
度
見
込
み
、
さ
ら

に
平
成
19
年
度
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
し
お
か 

子
育
て
夢
づ
く
り
応
援
プ
ラ
ン 

進
ち
ょ
く
状
況

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
に
関
す
る
実
施
状
況

【行動計画搭載事業の検証の流れ】

詳細検証
今後の

方向性確認

分類

次世代

育成支援

地域行動

計画

（１５０）

取
り
組
み
状
況
の
確
認

事業の見直しと確認

新規事業の検討

見直し

実施事業

（１５３）
主要事業

（２０）関連事業

（１３３）

　

全
事
業
（
１
５
０
）
に
つ
い
て
見
直
し

（
１
５
３
）
を
行
い
、
平
成
18
年
度
事
業
進

捗ち
ょ
くに

よ
り
、
次
の
よ
う
に
取
り
組
み
状
況
を

分
類
し
ま
し
た
。

● 

事
業
の
整
理

◎
十
分
実
施
し
て
い
る

　

（
目
標
値
ク
リ
ア
）

○
あ
る
程
度
実
施
し
て
い
る

　

（
目
標
値
未
達
成
）

△
事
業
化
を
検
討
中

×
未
実
施

見直し前

取組状況 全事業

◎ １７

○ １１７

△ ７

× ９

計 １５０

見直し後

取組状況 全事業 主要事業

◎ ２０ ５

○ １１８ ９

△ １２ ５

× ３ １

計 １５３ ２０

【削除】２

【新規】５

主
要
20
事
業
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 ■

問
い
合
わ
せ

市
役
所
こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
１
７
２
）

● 

主
要
事
業

（１）多様な保育サービスの充実
①保育所（園）の充実

事　　業　　名 基準値
平成 17 年度

実施状況

平成 18 年度

見込み

目標指標

（21 年度）

取組

状況

１ 民間保育所運営改善事業 補助対象
7 か所 7 か所 民間認可保育所

7 か所 8 か所 ◎

２ 民間保育所保育士増員事業 補助対象
7 か所 7 か所 民間認可保育所

7 か所 8 か所 ◎

３ 障害児保育事業 補助対象
3 か所

軽度 1 か所
重度 2 か所

（軽度）民間認可保
育所 2 か所

（重度）民間認可保
育所 4 か所

5 か所 ◎

４ 保育所施設整備
1 か所（H17
～ H18 の 2
か年継続）

1 か所
（H17 ～ H18） ○

②特別保育の促進

5 延長保育促進事業 補助対象　6 か所 6 か所 6 か所 7 か所 ○
6 休日保育事業 補助対象　3 か所 4 か所 4 か所 6 か所 ○
7 一時保育促進事業 補助対象 13 か所 5 か所 5 か所 7 か所 ◎
8 地域子育て支援センター事業 設置箇所　3 か所 2 か所 3 か所 7 か所 ○

基本方針１　地域ですすめる子育て支援の充実
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③病後児保育の実施

事　　業　　名 基　準　値
平成 17 年度

実施状況

平成 18 年度

見込み

目標指標

（21 年度）

取組

状況

9
乳幼児健康支援一時預かり事業

（病後児保育）
設置か所
未実施 未実施 未実施

平成 19 年度自園型として実施予定 1 か所 △

④多様な主体による保育サービスの推進

10 幼稚園の預かり保育推進事業 6 か所 実施　6 か所 市内の全私立幼稚園での実
施見込み。　実施　9 か所 9 か所 ○

11

《名称変更》

前）子育てサポーター設置事業
後）子育てサポーター派遣事業

登録会員 48 人
利用件数 394 人

H17 から派遣事
業に変更
登録会員 80 人
利用件数 230 人

一時保育との連携
登録会員数、利用者数は現
状維持

登録会員
100 人

利用件数
継続実施

○

（３）子供の居場所づくり ①放課後児童クラブの充実

13 放課後児童健全育成事業 クラブ数 11 か所
定員 510 人

入所児童数
387 人

H18 に 1 か所新規開設し 12 か所
定員 540 人
入所児童数 406 人　

H19 実施予定
クラブ数 15
定員 665 人

◎

（４）ひとり親家庭への支援 ②日常生活に対する支援の充実

14
子育て短期支援事業
（ショートステイ） 委託か所 1 か所 利用者なし 1 件 2 か所 ○

15
子育て短期支援事業

（トワイライトステイ） 委託か所 未実施 未実施 未実施 2 か所 ×

（６）経済的負担の軽減 ①出産・子育てに係わる給付

16
《新規掲載》

医療福祉市単独事業
医療費の自己負担分に対する助成を中学校卒業時まで拡大
平成 19 年 10 月から実施予定 継続実施 △

⑤保育料・幼稚園授業料の軽減

17
《新規掲載》

第３子以降の保育料の軽減
第３子以降の児童の保育料について、無料化又は軽減
平成 19 年度から事業開始 継続実施 △

18
《事業変更》

私立幼稚園振興助成補助金

「私立幼稚園児保護者補助金」を 19 年度から変更
市内在住の私立幼稚園児（満 3*/3/4/5 歳児）について補
助金を交付　満３*…平成 19 年度内に３歳になる子

継続実施 ○

19
《新規掲載》

市立幼稚園振興助成補助金
石岡市立幼稚園に就園する第３子以降の園児の授業料分
の補助金を交付　平成 19 年度から事業開始 継続実施 △

※全事業および詳しい内容は、石岡市ホームページをご覧ください。また、本庁こども福祉課と総合支所保健福祉課に

も置いてあります。

12
「子育てガイドブック」の
作成・配布 未実施 未実施 未実施 実施 △

（２）子育てネットワーク・交流づくり ④子育てサークル等との出会いのチャンスの創出

20
児童虐待防止ネットワーク
体制の充実

施設退所後のケースに対し
こども福祉課、児童相談所
等との会議を開催。随時訪
問指導を実施。

関係機関と連携しサポート
会議等を実施した 継続実施 ○

基本方針２　健やかな成長と自立を育む環境の充実

（５）子供の人権と安全の確保 ②児童虐待防止対策の推進

３　広報いしおか　№３６



平成 19 年 3 月 31 日まで 平成 19 年４月１日から

市 長 公 室

政策調査室
【市　長　室】

※名称が変わります

政策調査員　※新設 ○室から調査員に変わります。

○秘書課と広報広聴課を統合します。秘書課・広報広聴課 秘書広聴課

行財政改革推進室

【企　画　部】

行財政改革推進室
○行財政改革推進室が企画部へ移り

　ます。

○管財業務が財政課へ移ります。
企　画　部

企画課・地域計画課 企画課

財政課・管財課（管財業務） 財政課

管財課（契約検査業務）

【総　務　部】

契約検査室　※新設 ○総務課と職員課を統合します。

○契約検査室と収納特別対策室を新

　しくつくり、契約検査業務や収納

　業務を強化します。

○市税賦課業務を一体化させ、職員

　の流動性を高めます。

総　務　部

総務課・職員課 総務課

市民税課・資産税課 税務課

収税課 収納特別対策室　※新設

保健福祉部 高齢福祉課・介護保険課 【保健福祉部】
高齢福祉課

（介護保険室　※新設）

○高齢福祉と介護保険業務との連携
　を強化するため、高齢福祉課内に
　介護保険室をつくります。

経　済　部

農村環境課（農道整備業務）

【経　済　部】

農政課 ○農村環境課がなくなり、基盤整備

　業務は農政課へ移ります。

○商工振興課と観光物産課を統合し

　ます。

商工振興課・観光物産課 商工観光課　※新設

農村環境課（地籍調査業務） 地籍調査推進室　※新設

農村環境課（農集排業務）

【都市建設部】

下水道課
○公共下水道、農業集落排水、合併
　浄化槽設置等を一本化して扱いま
　す。
○道路建設課と道路管理課を統合し
　ます。

都市建設部 道路建設課・道路管理課 道路建設課

八郷総合支所

総務課（統計業務） 【企　画　部】 企画課 ○統計業務が企画課へ移ります。

市民税務課・保健福祉課

【八郷総合支所】

市民窓口課　※新設 ○税や福祉などの窓口業務を一本化

　して取り扱います。

○環境対策業務は総務課で取り扱い

　ます。
市民税務課（環境対策業務） 総務課

農政課

【経　済　部】 農政課 ○支所のそれぞれの課を本庁の各部

　に再編、一本化して事業を進めま

　す。商工観光課の窓口を農政課内

　に置きます。

商工観光課

建設課

【都市建設部】

道路建設課

下水道課 下水道課

生活環境部 市民課

【生活環境部】 市民課
○石岡教育事務所の業務は、市民課

　の中へ移ります。

教育委員会事務局

石岡教育事務所

教育総務課・教育施設課 【教育委員会事務局】 教育総務課
○教育総務課と教育施設課を統合し
　ます。

農業委員会事務局 石岡連絡事務所 【経　済　部】 農政課
○石岡連絡事務所の業務は、農政課
　の中へ移ります。

◆課の統廃合や名称が変わる部署

　新しい組織体制では、『八郷総合支所』が管轄する課は、総務課と市民窓口課の２つになりますが、窓口・
業務は今までと変わりません。また、「建設課」「下水道課」「農政課」「商工観光課」は、それぞれ『都市
建設部』『経済部』が管轄する課の八郷地区の窓口として、これまでどおり残ります。
　『農業委員会事務局』と『監査委員事務局』、『教育委員会事務局』の各課（教育総務課・学校教育課・
生涯学習課・文化振興課）については、配置場所に変更はありません。

◎八郷庁舎の窓口・業務は今までと変わりません！

５　広報いしおか　№３６



　市役所を市民の皆さまからより利用しやすく、分かりやすく、また組織のスリム化と事務の効率性を高めるため、

組織体制と各課が行う事務を見直す組織改革を行いました。４月１日から市役所の一部部署の課名や所管する事務、

場所などが変わりますのでお知らせします。

平成 19年度

●問い合わせ　市役所 総務課 人事担当（内 251）

◆４月１日からの新しい組織図

総務課

市民生活課

市民課

社会福祉課

こども福祉課

農政課

都市計画課

都市整備課

下水道課

建築住宅指導課

道路建設課

地籍調査推進室

商工観光課

保険年金課

健康増進課

ふれあいの里

高齢福祉課

環境対策課

水道課

市民会館

契約検査室

税務課

収納特別対策室

企画課

政策調査員

秘書広聴課

行財政改革推進室

情報システム課

財政課

会計課

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

文化振興課

スポーツ振興課

学校給食課

中央公民館

中央図書館

農政課

商工観光担当

介護保険室

【教育委員会事務局】

◎『八郷庁舎』

　　　の中にある窓口

下水道課

道路建設課

総務課

市民窓口課

※議会事務局、監査委員事務局、公平委員会事務局、農業委員会事務局、選挙管理委員会事務局、固定資産評価審査委員会事

　務局は変更ありません。また、地方自治法改正により助役が副市長に、収入役がなくなり会計管理者となります。

市　
　
　
　
　

長

副　

市　

長
【保健福祉部】

【総務部】

【企画部】

【市長室】

【経済部】

【都市建設部】

会計管理者

【福祉事務所】

【八郷総合支所】

【生活環境部】

児童センター・児童館

各保育所

石岡保健センター

八郷保健センター

教育長

【農業委員会事務局】

４ 月 １ 日 か ら

市役所の組織・所管事務が変わります市役所の組織・所管事務が変わります
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①
固
定
資
産
税
（
土
地
及
び
家
屋
）
の

　

納
税
者
、
同
居
の
親
族
、
納
税
管
理
人

②
納
税
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
代
理
人

※
土
地
の
納
税
者
は
土
地
、
家
屋
の
納
税

者
は
家
屋
、
両
方
を
納
め
て
い
る
方
は
ど

ち
ら
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
「
縦
覧
」
は
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
比
較
し
て
、
自
分
の
固
定
資
産
の
評
価
額

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
制
度
で
す
。
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
役

所
の
担
当
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
１
１
４
・
１
１
５
・
１
７
５
）

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
が
で
き
ま
す

４
月
か
ら

☆
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
な
ど
を

　

見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
縦
覧
の
対
象
者
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め

　

お
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税
明

　

細
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
償
却
資
産
は
縦
覧
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

☆
総
合
支
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

■
留
意
事
項

＊
内
線
電
話
番
号
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　

５
月
１
日
（
火
）
ま
で

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

※
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
。

■　

縦
覧
期
間
に
つ
い
て

■　

縦
覧
で
き
る
方

市
役
所　

本
庁
１
階　

２
番
窓
口

　
（
税
務
課　

資
産
税
担
当
）

■　

縦
覧
場
所

●

縦
覧
期
間
中
の
縦
覧
手
数
料
、
お
よ
び

　

名
寄
帳
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

●

縦
覧
期
間
中
は
、
名
寄
帳
・
償
却
資
産

　

台
帳
の
コ
ピ
ー
は
、枚
数
に
係
わ
ら
ず
、

　

１
件
３
０
０
円
で
す
。

＊
た
だ
し
、
縦
覧
台
帳
の
コ
ピ
ー
は
で
き

ま
せ
ん
。

■　

手
数
料
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
割
合
に
応

じ
た
医
療
費
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
一
度

支
払
い
、
１
か
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
一

定
金
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
、
約
３
か
月
後

に
世
帯
主
が
国
保
の
窓
口
に
高
額
療
養
費
の

支
給
申
請
を
し
、
認
め
ら
れ
る
と
、
後
日
、

口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。（
償
還
払
い
）

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
入
院
で
自
己
負
担
額

が
一
定
以
上
に
な
る
場
合
は
、
医
療
費
の
全

額
を
支
払
わ
ず
自
己
負
担
限
度
額
の
み
を
支

払
え
ば
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
現
物
給

付
）

　

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
に
は
、
医
療
機
関

等
が
被
保
険
者
の
自
己
負
担
限
度
額
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
国
民

健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
申
請

に
基
づ
き
交
付
い
た
し
ま
す
。
市
役
所
保
険

年
金
課
ま
た
は
八
郷
総
合
支
所
国
保
担
当
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
月
内
に
入
院
以
外
に
通
院
で
一

定
額
以
上
の
支
払
い
が
あ
っ
た
場
合
や
、
１

年
間
に
４
回
以
上
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
（
多
数
該
当
）、
ま
た
、
同
月
内
に
同

じ
世
帯
内
で
２
回
以
上
一
定
以
上
の
支
払
い

が
あ
っ
た
場
合
（
世
帯
合
算
）
は
、
原
則
と

し
て
今
ま
で
ど
お
り
、
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
つ
い
て

は
現
行
ど
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は
、
入
院
時
の
高
額
療
養
費
を

一
度
立
て
替
え
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す

石
岡
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
の
制
度
改
正
に
基
づ
き
、
被
保
険
者
の

医
療
費
の
一
時
負
担
の
軽
減
を
図
る
制
度
を
４
月
１
日
か
ら
始
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

保
険
年
金
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

70歳未満の方の自己負担限度額
（年３回までの月額）

住民税
課税
世帯

一　般

80,100 円
医療費が 267,000 円を
超えた場合はその超え
た分の 1％を加算

上位所得者

150,000 円
医療費が 500,000 円を
超えた場合はその超え
た分の 1％を加算

住民税非課税世帯 35,400 円

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

は
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。
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５月７日から
土
浦
支
局

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
８
３

◇
平
成
19
年
５
月
７
日
に
、
法
務
局
石
岡
出
張

所
は
、
土
浦
支
局
に
統
合
・
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
統
合
・
廃
止
に
伴
い
、
石
岡
市
及
び
小

美
玉
市
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
申
請
、
そ
し

て
石
岡
市
及
び
小
美
玉
市
に
本
店
・
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
申

請
は
、
土
浦
支
局
に
お
い
て
取
り
扱
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
記
事
項
証
明
書
及
び
印
鑑
証
明

書
は
、
土
浦
支
局
及
び
他
の
登
記
事
務
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
庁
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●コンビニ ●司法書士会館 ●コンビニ

土
浦
駅

案内板

市役所入口
バス停

富士崎町
バス停

●和光ビル
（土浦公証役場）

ウララ
ビル

●ガソリン
　スタンド

至水戸

至上野

桜川

桜町（ニ） 桜町（一）

勾
橋

桜
川
橋

国道 125 号

水
戸
地
方
法
務
局

土
浦
支
局

【

案

内

図

】

◇
交
通
手
段

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線　

土
浦
駅
下
車
（
西
口
）

　

①
徒
歩
15
分

　

②
土
浦
駅
前
か
ら
関
東
鉄
道
バ
ス

　

・
阿
見
中
央
公
民
館
行
き
（
１
番
線
）
富
士

　
　

崎
町
下
車
、
徒
歩
５
分

　

・
国
立
病
院
行
き
（
２
番
線
）
市
役
所
入
口

　
　

下
車
、
徒
歩
２
分

■
問
い
合
わ
せ 

水
戸
地
方
法
務
局 

土
浦
支
局

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
８
３
（
０
７
９
２
）

〒
３
０
０

－

０
８
１
２　

土
浦
市
下
高
津
１

－

12

－

９

『
違
反
広
告
物
追
放
推
進
制
度
』
が
始
ま
り
ま
す

　

町
中
を
歩
く
と
金
融
広
告
や
風
俗
関
連
広
告

を
中
心
と
し
た
張
り
紙
や
立
看
板
が
、
電
柱
等

の
禁
止
物
件
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
美
し
い
町
の
景
観
や
自
然
環
境
の
維
持
に

と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
「
茨
城
県
違

反
広
告
物
追
放
推
進
制
度
」
を
活
用
し
て
、
市

民
参
加
型
の
美
化
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
、

違
反
広
告
物
の
撤
去
を
し
て
く
れ
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
で
の
申
請
は
出
来
ま
せ
ん
。
団
体
で
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
の
あ
っ
た
団
体
に
は
、
市
長
か
ら
認
定

登
録
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

美
し
い
景
観
の
た
め
、
み
ん
な
で
違
反

広
告
物
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
！

◇
こ
の
よ
う
な
団
体
の
方
々
が
違
反
広
告
物
の

除
去
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

町
内
会　

商
店
会　

防
犯
協
会　

Ｐ
Ｔ
Ａ

　

ま
ち
づ
く
り
団
体　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
（
新
た
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
も
か
ま
い
ま

　

せ
ん
）

◇
次
の
よ
う
な
違
反
広
告
物
を
除
去
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す

　

は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗

　
（
電
柱
や
信
号
機
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に

　

表
示
さ
れ
た
も
の
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
９
８
）

FAX
２
２
・
３
６
８
４

電
子
メ
ー
ル　
　

toshikeikaku@
city.

ishioka.lg.jp

水
戸
地
方
法
務
局
石
岡
出
張
所
が

統
合
・
廃
止
さ
れ
ま
す

　

４
月
に
開
催
さ
れ
る
茨
城
県
高
浜
釣
大
会
に
合
わ
せ
て
、
高

浜
の
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
付
近
に
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ

ま
す
。ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
締
切
日　

４
月
13
日
（
金
）

☆
観
光
協
会
（
市
役
所 

商
工
観
光
課
、
八
郷
総
合
支
所  

観
光

　

担
当
）
へ　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
観
光
協
会（
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

☎
２
３
・
１
１
１
１（
４
１
４
）＊
内
線
番
号
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

鯉のぼりをご提供ください

統合

石
岡
出
張
所

☎
２
７
・
０
６
７
１

７　広報いしおか　№３６



「ねんりんピック茨城２００７」が平成19年11月に開催されます！！
　「さわやかな 長寿の風を 茨城に」をテーマに、今年の 11 月、“ねんりんピック茨城 2007” がいよいよ開催されます。
全国からは、各県を代表する高齢者の選手団（約 12,000 人）が来県される予定で、18 市 2 町を舞台として行われる
各種スポーツ競技や健康フェア・美術展、音楽文化祭など、さまざまなイベントに参加されます。
　石岡市では、1. 生涯を通じた健康づくりと生きがいづくり　2. 高齢者の社会参加と世代を越えた交流　3. 石岡市
の特色を生かしたおもてなしの３つの基本方針のもと、各県代表の【高齢の部】と【一般参加の部】の２部門を設け、「オ
リエンテーリング交流大会」を開催します。
　一般参加の部の申込受付開始は、８月中旬からを予定していますので、皆様の多数のご参加をお待ちしております。
　また、開催に先立ち各会場地では、県代表を決める選考会や作品の募集が行われていますので、興味のある方は参加
されてはいかがでしょうか。
　なお、詳細については、開催種目ごとの問い合わせ先にご連絡ください。

■募集期間　　４月2日 (月 )～5月31日（木）当日消印有効　　※海外からの作品は期間内必着とします。
■応募方法　　「専用募集パンフレットのはがき」（コピー可）もしくは、同様の内容を記載した「官製はがき」に未発
　　　　　　　表作品 1 人 2 句以内（当季雑詠）、住所・氏名または俳号（ふりがな）・生年月日・電話番号等必要事
　　　　　　　項を明記し、下記の送付先まで投句してください。投句料は無料です。
■部　　門　　高齢者の部：60 歳以上の方（昭和 23 年 4 月 1 日以前に生まれた方）
　　　　　　　一般の部：上記以外の方（生年月日の記入がないものは、一般の部として扱う）
■選　　者　　今井杏太郎・落合水尾・三田きえ子・稲畑汀子・稲岡長・今井千鶴子・倉橋羊村・
　　　　　　　村井和一・森下草城子・今瀬剛一
■募集パンフレットの請求・問い合わせ・作品の送付先
　　　　　　　ねんりんピック茨城 2007 北茨城市実行委員会事務局（北茨城市高齢福祉課内）
　　　　　　　〒 319 - 1592　茨城県北茨城市磯原町磯原 1630
　　　　　　　☎ 0293 - 43-1111 ／ FAX 0293 - 30 - 1400
　　　　　　　ホームページ　http://www.city-kitaibaraki.jp/nenrin/top.html

■申込期限　　5月31日（木）必着
■大会期日　　6 月 17 日（日）※予定
■会　　場　　常陸大宮市西部総合体育館 ☎ 0295 - 52 - 5223　※予定
　　　　　　　※大会期日と会場は、3 月下旬に正式決定となりますので、お問い合わせください。
■参加資格　　県内に住所を有し、60 歳以上の方（昭和 23 年 4 月 1 日以前に生まれた方）
　　　　　　　監督 1 人・選手 6 人以上 8 人以内（男女各 3 人以上）合計 9 人以内
■参 加 費　　1 チーム 2,000 円（当日持参）
■競技規則　　（財）日本バレーボール協会制定の「2007 年度ソフトバレーボール競技規則」を準用する。
■募集パンフレットの請求・申し込み・問い合わせ
　　　　　　　ねんりんピック茨城 2007 つくば市実行委員会事務局（つくば市高齢福祉課内）
　　　　　　　〒 305 - 0018　茨城県つくば市金田 1979　　☎ 029 - 836 - 1111 ／ FAX 029 - 857 - 3136

◆ねんりんピック茨城２００７俳句交流大会作品募集（北茨城市）

◆ねんりんピック茨城２００７ソフトバレーボール代表選考会（つくば市）
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■申込期限　　5月31日（木）必着
■大会期日・種目　　① 6 月 24 日（日）　・男子ダブルス（60 歳以上）　・女子ダブルス（60 歳以上）
　　　　　　　　　　② 7 月 1 日（日）　・男女ダブルス（混合：男子 70 歳以上、女子 60 歳以上）
■会　　場　　①洞峰公園テニスコート（男子ダブルス、女子ダブルス）
　　　　　　　②茎崎運動公園テニスコート（男女ダブルス）
■参加資格　　１．県内に住所を有する方　　２．60 歳以上（昭和 23 年 4 月 1 日以前に生まれた方）　
　　　　　　　３．70 歳以上（昭和 13 年 4 月 1 日以前に生まれた方）
　　　　　　　※参加申込はペアで申し込むこととし、男子ダブルス・女子ダブルス選考会にて
　　　　　　　　代表となった方は、男女ダブルス選考会への重複は認めない。
■参 加 費　　1 人 1,000 円
■競技規則　　平成 19 年度（財）日本ソフトテニス連盟ソフトテニス競技規則を準用する。
■募集パンフレットの請求・申し込み・問い合わせ
　　　　　　　ねんりんピック茨城 2007 つくば市実行委員会事務局（つくば市高齢福祉課内）
　　　　　　　〒 305 - 0018　茨城県つくば市金田 1979　　☎ 029 - 836 - 1111 ／ FAX 029 - 857 - 3136

◆ねんりんピック茨城２００７ソフトテニス代表選考会（つくば市）

■大 会 名　　第８回茨城マスターズ陸上競技選手権大会兼スポレク大会選考会兼ねんりんピック茨城大会選考会
■申込期限　　4月20日（金）必着
■大会期日　　5 月 13 日（日）
■会　　場　　石岡運動公園 ☎ 26 - 7210
■参加資格　　県内に住所を有し、60 歳以上の方（昭和 23 年 4 月 1 日以前に生まれた方）
　　　　　　　茨城県マスターズ陸上競技連盟に登録されている方
　　　　　　　　※未登録の方は、下記の申し込み先から登録用紙を入手し、手続きをしてください。
　　　　　　　　　登録料 4,000 円（年間）
■競技種別　　3km・5km・10km でそれぞれ 70 歳未満と 70 歳以上の男女別
■参 加 費　　3,000 円
■募集パンフレットの請求・申し込み・問い合わせ
　　　　　　　茨城マスターズ陸上競技連盟事務局　（鈴木 敏力 様方）
　　　　　　　〒 315 - 0044　石岡市北根本 481 - 3　　☎・FAX 23 - 2451
　　　　　　　ねんりんピック茨城 2007 坂東市実行委員会事務局（坂東市介護福祉課内）
　　　　　　　〒 306 - 0595　茨城県坂東市山 2730　　
　　　　　　　☎ 0280 - 88 - 0111  内線 292 ／ FAX 0280 - 88 - 0173

◆ねんりんピック茨城２００７マラソン代表選考会（坂東市）

■申込期限　　4月19日（木）必着
■大会期日　　5 月 19 日（土）
■会　　場　　常陸大宮市西部総合体育館 ☎ 0295 - 52 - 5223
■参加資格　　県内に住所を有し、60 歳以上の方（昭和 23 年 4 月 1 日以前に生まれた方）
■参 加 費　　1 人 1,000 円（当日持参）※昼食代を含む
■競技規定　　（財）全日本なぎなた連盟競技規定及び審判規定を適用する。その他、詳細はお問い合わせください。
■募集パンフレットの請求・申し込み・問い合わせ
　　　　　　　（申し込み）茨城県なぎなた連盟 ☎・FAX 029 - 221 - 9996
　　　　　　　　              〒 310 - 0061　水戸市北見町 2-26 （財）水戸東武館内
　　　　　　　（問い合わせ）寺門 喜世子 様方 ☎ 029 - 273 - 0353
　　　　　　　ねんりんピック茨城 2007 常陸大宮市実行委員会事務局（常陸大宮市介護高齢課内）
　　　　　　　〒 319 - 2292　茨城県常陸大宮市中富町 3135 - 6
　　　　　　　☎ 0295 - 52 - 1111  内線 172 ／ FAX 0295 - 53 - 5811

◆ねんりんピック茨城２００７なぎなた代表選考会（常陸大宮市）

９　広報いしおか　№３６



　このほど、“ねんりんピック茨城 2007 キャラバン隊” が、
一校一県交流運動に取り組む石岡市立柿岡小学校の 5 年生
を訪問し、県実行委員会より「ハッスルきっず隊指定書」が
手渡されました。
　この「一校一県交流運動（愛称：ハッスルきっず隊）」と
は、県内 66 校の小学校が “ねんりんピック” に参加する都
道府県・政令指定都市のいずれかの選手団を応援し、交流を
深めてもらう運動で、協力校の皆さんは、今年の 4 月から、
応援する県などの歴史や文化などを学び、11 月 10 日（土）
の総合開会式会場（笠松運動公園）で選手団と一緒に式典に
参加する予定です。
　柿岡小学校では、「京都市の選手団の応援をしてください」
と指定書が手渡されると、「頑張って応援します」と元気あ
ふれる返事が返ってきました。５年生の皆さん、京都市選手
団の応援よろしくお願いします。

大会マスコット「ハッスル黄門」が柿岡小学校を訪問しました！！

ねんりんピック茨城2007石岡市実行委員会事務局
石岡市役所高齢福祉課内
☎24-1339／ FAX35 -1132

ねんりんピック茨城２００７オリエンテーリング交流大会

日 時　平成 19 年 11 月 11 日（日）　開催 !!

会 場　茨城県畜産センター

　　　 石岡市根小屋 1234 番地

広報いしおか　№３６　１０



受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
東
小
５
年
の
稲
田
さ
ん

　

書
道
、
硬
筆
で
三
賞
を
受
賞

　

東
小
学
校
５
年
の
稲
田
有
香
里
さ
ん
が
、
毎

日
新
聞
社
等
主
催
の
第
30
回
毎
日
全
国
学
生
書

写
書
道
展
で
書
写
検
大
賞
を
、
同
主
催
の
第
22

回
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
日
硬
筆
準
大
賞

を
、
ま
た
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

茨
城
県
本
部
等
主
催
の
第
42
回
Ｊ
Ａ
共
済
茨
城

県
小
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
銅
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

年
中
さ
ん
の
と
き
か
ら
書
道
を
習
い
始
め
た

と
い
う
稲
田
さ
ん
。「
と
っ
て
も
た
く
さ
ん
練

習
し
た
の
で
、
い
い
賞
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

■
府
中
小
３
年
の
藤
井
さ
ん

　

川
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞

　

府
中
小
学
校
３
年
の
藤
井
智
之
さ
ん
が
、
国

土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
等
主
催
の
第
26
回

川
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
全
国
１
位
と
な
る

金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
は
「
金
賞
を
と
れ
る
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
の
作
品
は
来
月
の
広
報
い
し
お
か

で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

※
学
年
、
学
校
名
は
旧
年
度
（
平
成
18
年
度
）

の
所
属
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※
各
学
校
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
結
果
の
み

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
平
成
18
年
度
茨
城
県
霞
ヶ
浦

　

水
質
浄
化
ポ
ス
タ
ー

主
催
／
茨
城
県

優
良
賞　

石
岡
小
３
年　

青
木
裕
子
さ
ん

優
秀
賞　

杉
並
小
４
年　

荒
木
み
な
み
さ
ん

優
秀
賞　

城
南
中
２
年　

水
谷
愛
美
さ
ん

優
良
賞　

国
府
中
１
年　

栗
原
拓
也
さ
ん

■
平
成
18
年
度

　

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

主
催
／
茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

銀
賞　

八
郷
南
中
１
年　

関
優
平
さ
ん

▲府中小３年　藤井智之さん

■
平
成
18
年
度
茨
城
県
霞
ヶ
浦

　

水
質
浄
化
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ポ
ー
ト

主
催
／
茨
城
県

優
秀
賞　

杉
並
小
５
年　

高
栖
智
哉
さ
ん

■
第
42
回
JA
共
済
茨
城
県

　

小
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
／
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
茨
城

県
本
部

銅
賞　

東
小　

５
年　

稲
田
有
香
里
さ
ん

銅
賞　

杉
並
小
２
年　

緑
川
慶
哉
さ
ん

銅
賞　

杉
並
小
６
年　

小
石
川
由
梨
さ
ん

銅
賞　

柿
岡
中
１
年　

加
藤
綾
さ
ん

▲東小５年　稲田有香里さん

こ
ん
に
ち
は

法
務
局
で
す
！

こ
ん
に
ち
は

法
務
局
で
す
！

　

所
有
権
移
転
や
担
保
権
の
設
定
な
ど
の
登

記
申
請
の
際
に
は
、
添
付
情
報
の
ひ
と
つ
と

し
て
、「
登
記
原
因
証
明
情
報
」
を
提
供
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
相
続
を
登
記
原
因
と

す
る
場
合
、
相
続
人
は
、
民
法
の
規
定
に
よ

り
一
定
の
血
縁
関
係
に
あ
る
者
に
限
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
死
亡
し
た
者
（
被
相
続
人
）

の
身
分
関
係
を
調
査
し
、
相
続
権
の
あ
る
者

を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
は
一

生
の
う
ち
に
、
婚
姻
・
離
婚
、
養
子
縁
組
・

離
縁
な
ど
の
身
分
行
為
に
よ
り
除
籍
さ
れ
、

他
の
戸
籍
に
入
籍
ま
た
は
新
戸
籍
を
編
製
し

ま
す
。
ま
た
、
法
改
正
に
よ
る
様
式
変
更
に

よ
っ
て
戸
籍
簿
が
改
製
さ
れ
た
り
、
転
籍
届

に
よ
っ
て
新
し
い
本
籍
地
で
戸
籍
が
編
製
さ

れ
た
り
も
し
ま
す
。
そ
の
た
め
相
続
に
よ
っ

て
不
動
産
を
継
承
し
た
者
を
明
ら
か
に
す
る

「
登
記
原
因
証
明
情
報
」
と
し
て
、
死
亡
し

た
者
（
被
相
続
人
）
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で

の
連
続
し
た
戸
籍
、
除
籍
、
原
戸
籍
の
謄
本

を
入
手
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
記
申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
最
寄
り
の
法
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
戸
地
方
法
務
局 

土
浦

支
局 

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
９
２

相
続
の
登
記
と
戸
籍

主
催
／
財
団
法
人
全
国
統
計
協
会
連
合
会

入
選　

府
中
中
２
年　

柏
木
亜
佑
さ
ん

■
第
54
回
統
計
グ
ラ
フ

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
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まちづくりに活かそう、あなたの税！

地
球
環
境
通
信

《
生
き
残
る
た
め
の
道
筋
》

№9

　
な
か
な
か
熱
が
下
が
ら
な
い
時
に
、
地じ

り
ゅ
う竜

と

い
う
漢
方
薬
を
飲
ま
さ
れ
ま
し
た
。実
は
こ
れ
、

ミ
ミ
ズ
を
乾
燥
し
た
も
の
を
煎
じ
て
飲
む
の
で

す
。
知
ら
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が
・・・
。

で
も
、
熱
は
下
が
り
ま
し
た
。

　
南
米
に
自
生
す
る
キ
ナ
と
い
う
ア
カ
ネ
科
の

木
の
皮
が
マ
ラ
リ
ア
に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
、

原
住
民
が
知
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
木
の
皮
か

ら
抽
出
し
た
キ
ニ
ー
ネ
が
マ
ラ
リ
ア
の
特
効
薬

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
化
学
的
な
分
析
や
研
究
に
よ

ら
な
い
、い
わ
ば
人
の
経
験
に
基
づ
く
『
知
恵
』

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
何
故
か
は
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
も
効
果
が
あ
る
こ
と
が
。
医
薬
品
に
限

ら
ず
、
私
た
ち
の
社
会
の
動
き
を
円
滑
に
す
る

『
習
わ
し
』
に
も
、
先
人
の
知
恵
が
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
感
謝
の
念
を
表
す
贈
り
物
や
冠
婚

葬
祭
の
際
の
助
け
合
い
な
ど
。

　
こ
う
し
た
『
知
恵
』
が
、
実
は
環
境
問
題
で

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
文
明
が
築
き
上

げ
た
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
シ
ス

テ
ム
が
、地
球
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
こ
と
は
、

今
ま
で
見
て
来
た
と
お
り
で
す
。
何
と
か
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
の
便
利
な

生
活
を
手
放
す
の
は
辛
い
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
人
の
知
恵
は
、
物
と
違
い
無
限
で

す
。
い
く
ら
使
っ
て
も
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
上
、
環
境
へ
の
負
荷
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
の
先
人
の
こ
と
を
思

い
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
江
戸
時
代
は
、
輸
入
が
ほ
と
ん
ど
無
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
資
源
の
源
は
太
陽
の
光
で
し
た
。
太

陽
光
線
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
熱
が
、
海
水

な
ど
の
水
を
蒸
発
さ
せ
、
雨
、
風
と
な
り
川
と

な
っ
て
、
水
車
を
動
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給

し
ま
し
た
。ま
た
、稲
、竹
な
ど
の
植
物
を
育
て
、

食
物
や
資
材
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
乏

し
い
資
源
を
残
ら
ず
利
用
し
た
上
で
、
発
生
し

た
ご
み
を
、
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
再
利
用
し
ま
し

た
。
徹
底
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
（
循
環
型
）
社
会

で
し
た
。
私
た
ち
が
今
す
べ
き
こ
と
は
、
循
環

型
社
会
の
構
築
で
す
。（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
）
国
は
、
廃
棄
物
の

減
量
化
の
た
め
、
レ
ジ
袋
の
削
減
対
策
を
進
め

る
一
方
で
、
家
庭
ご
み
を
減
ら
す
為
の
動
機
付

け
と
し
て
ご
み
処
理
費
用
の
有
料
化
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。『
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け

れ
ば
資
源
』
を
徹
底
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
国
は
有
料
化
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
、

市
町
村
に
示
す
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
と
は
�

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

環
境
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
４
０
）

◇２月の差押実績◇

 ・不動産　　４件

 ・預貯金　　８件
 【差押金額】

　　　143,889 円

　合　計　１２件

　
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
と
は
、
茨
城
県

内
の
全
市
町
村
が
構
成
団
体
と
な
り
、
県
が

支
援
す
る
特
別
地
方
公
共
団
体
（
一
部
事
務

組
合
）
で
す
。
こ
こ
で
は
滞
納
処
分
（
差
押

公
売
）
等
の
滞
納
整
理
を
し
、
税
金
の
徴
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
に
、
高
額
の
滞
納
を
長
期
に
渡
っ
て
放

置
さ
れ
ま
す
と
、
こ
の
茨
城
租
税
債
権
管
理

機
構
へ
の
移
管
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

期
に
自
主
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
！

　
ほ
ど
ん
ど
の
方
は
１
月
分
か
ら
所
得
税
が

減
り
、
６
月
分
か
ら
住
民
税
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
税
源
の
移
し
変
え
な

の
で
、
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
た
負
担

額
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◎
納
税
額
が
変
わ
る
の
は
�

▼
所
得
税
は
１
月
分
か
ら

▼
住
民
税
は
６
月
分
か
ら

◎
所
得
税
と
住
民
税
の
定
率
減
税
が

　
廃
止
さ
れ
ま
す

▼
所
得
税

　
１
月
分
か
ら
廃
止

　【
税
額
の
10
％
を
減
税
（
上
限
12
万
５
千

　
円
）
が
廃
止
】

▼
住
民
税

　
６
月
分
か
ら
廃
止

　【
税
額
の
7.5
％
を
減
税
（
上
限
２
万
円
）

　
が
廃
止
】

納税者 所　得　税 住　民　税

サラリーマン
１月～ 12 月（毎月。給
与天引き）⇒年末調整

６月～ 20年５月
（毎月。給与天引き）

年金受給者
２月～（２か月毎に年金
から天引き）⇒確定申告

６月～
（6・8・10・翌 1月）
＊各人が納付

個人事業者

（農業・店舗

経営者等）

平成 20 年２～３月（確
定申告）
＊予定納税がある時
（平成 19年７月、11月）

６月～
（6・8・10・翌 1月）
＊各人が納付

● 税源移譲の影響時期 ●
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 シリーズ　⑲
文化振興課

〜 

石
岡 

鉄
道
物
語 

〜

 

　
　
ま
ぼ
ろ
し
の
加
波
山
鉄
道 

　
前
回
、
３
月
い
っ
ぱ
い
で
約
80
年
の
歴
史

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
鹿
島
鉄
道
の
歩
み

に
つ
い
て
紹
介
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
同

時
期
に
石
岡
市
内
を
縦
断
す
る
も
う
一
つ
の

鉄
道
が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
皆
さ
ん
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
鉄
道
こ
そ
「
加

波
山
鉄
道
」
で
す
。

　
加
波
山
鉄
道
は
、
旧
恋
瀬
村
大
塚
の
開
明

的
な
地
主
で
あ
っ
た
友
部
重
太
郎
氏
の
発
意

に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

６
月
に
恋
瀬
川
沿
岸
軌
道
株
式
会
社
と
し
て

設
立
出
願
さ
れ
た
後
、
同
年
12
月
に
柿
岡
鉄

道
株
式
会
社
、
大
正
15
年
５
月
に
加
波
山
鉄

道
株
式
会
社
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
鉄
道
の
目

的
は
加
波
山
を
は
じ
め
沿
線
の
諸
山
岳
か
ら

産
す
る
良
質
な
石
材
を
関
東
大
震
災
後
の
東

京
復
興
の
建
設
資
材
と
し
て
運
搬
す
る
こ
と

に
あ
り
、
鉄
道
路
線
は
常
磐
線
高
浜
駅
を
起

点
と
し
て
、
中
津
川
か
ら
宮
下
を
経
て
、
下

志
筑
・
中
志
筑
・
五
輪
堂
（
現
：
か
す
み
が

う
ら
市
）・
半
田
・
塚
原
・
川
又
・
片
野
・

金
指
・
柿
岡
町
上
宿
・
鯨
岡
・
大
塚
・
大
増

を
経
由
し
て
水
戸
線
の
福
原
駅
（
現
：
笠
間

市
）
に
達
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
常
磐

線
と
水
戸
線
を
結
ぶ
画
期
的
な
こ
の
鉄
道
が

開
通
す
れ
ば
、
石
材
の
輸
送
だ
け
で
な
く
、

親
鸞
聖
人
の
旧
跡
で
あ
る
高
浜
の
爪
書
き
阿

弥
陀
、
柿
岡
の
如
来
寺
、
大
増
の
大
覚
寺
、

稲
田
の
西
念
寺
を
巡
る
浄
土
真
宗
信
徒
の
参

拝
客
や
加
波
山
へ
の
観
光
客
な
ど
の
旅
客
利

用
も
大
い
に
期
待
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
３
月
、
加
波

山
鉄
道
は
工
事
施
工
の
認
可
を
受
け
、
同
年

９
月
に
は
工
事
着
手
届
を
提
出
し
て
敷
地
測

量
を
行
い
、
一
部
用
地
買
収
及
び
建
設
工
事

も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
資
金
不

足
の
た
め
計
画
は
や
が
て
頓と
ん
ざ挫
し
、
ま
ぼ
ろ

し
の
鉄
道
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
で
も
根
小
屋
か
ら
柿
岡
方
面
に
田

園
地
帯
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
市
道
（
通
称

「
汽き
し
ゃ車

道み
ち

」）
や
八
郷
総
合
支
所
近
く
に
あ
る

築ち
く
て
い堤
跡
に
壮
大
な
計
画
の
名
残
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
歴
史
に
「
も
し
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
も
し
加
波
山
鉄
道
が
計
画

ど
お
り
完
成
し
て
い
た
ら
、
沿
線
は
ど
の
よ

う
な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

▲根小屋から柿岡へ続くこの市

　道は今でも「汽車道」と呼ば

　れています。

◇
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
３
月
６
日
に
は
、
八
郷
総
合
支
所
、

石
岡
運
動
公
園
、
八
郷
総
合
運
動
公
園
に
も

設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
19
年
度
に
は

９
か
所
の
公
共
施
設
に
順
次
設
置
し
て
い
く

予
定
で
す
。

▲救急救命講習会が、石岡消防署などで開催され

ています。いざという時、使えると安心です！

　
救
急
救
命
講
習
を
受
講
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
や
心
肺
蘇
生

法
を
覚
え
ま
せ
ん
か
？
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。（
＊
事
前
に
要
申
込
）

日
時
　
毎
月
第
３
日
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
石
岡
消
防
署
・
八
郷
消
防
署

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署
　
救
急
係

☎
２
３
・
０
１
１
９
（
内
１
１
１
）

八
郷
消
防
署  

救
急
係  

☎
４
３
・
６
４
９
１

☆
普
通
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て

　
み
ま
せ
ん
か
☆

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
・
・
・
】

　
突
然
の
心
停
止
（
心
臓
突
然
死
）
か
ら
命

を
救
う
た
め
の
装
置
で
す
。
痙け
い
れ
ん攣

を
起
こ
し

た
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な

状
態
に
戻
し
ま
す
。

◇
一
般
市
民
に
よ
る
除
細
動

　
突
然
心
停
止
を
起
こ
し
た
と
き
、
で
き
る

だ
け
早
く
除
細
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
一
般
市
民
に
よ
る

迅
速
な
行
動
が
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

▲ＡＥＤ本体はボックス内に収納されています。

扉を開けるとランプや音が鳴ります。

市
役
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

１３　広報いしおか　№３６

時
の

記
憶



まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

日
中
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
に
出
場
！

平
成
19
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰

ふ
れ
あ
い
広
場
に
時
計
塔
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

【
団
体
の
部
】

＊
城
南
中
学
校　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

＊
石
岡
商
業
高
等
学
校　

弓
道
部
（
男
子
・
女
子
）

＊
石
小
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

＊
杉
の
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

＊
ば
ら
き
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

＊
体
育
協
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
石
岡
選
抜
チ
ー
ム

【
個
人
の
部
】　
　
　
　
　
　
　

＊
大
沼　

望

　
（
柿
岡
小
学
校
５
年　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
）

＊
石
本　

裕
一
郎

　
（
石
岡
商
業
高
等
学
校
３
年　

弓
道
）

＊
清
水　

満

　
（
石
岡
第
二
高
等
学
校
教
員　

体
操
）

＊
水
谷　

愛
美

　
（
城
南
中
学
校
２
年　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

シ

　

ン
グ
ル
ス
）

＊
山
本　

道
也
（
城
南
中
学
校
３
年　

バ
ド
ミ

　

ン
ト
ン　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
浅
野　

敦
史
（
〃　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
七
谷　

真
穂
（
城
南
中
学
校
２
年　

バ
ド
ミ

　

ン
ト
ン　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
高
須　

菜
摘
（
〃　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
島
倉　

賢
太
郎

　
（
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

シ
ン
グ
ル
ス
）

＊
浅
賀　

未
久
（
〃　

シ
ン
グ
ル
ス
）

＊
吉
岡　

早
耶
（
〃　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
関
町　

公
美
子
（
〃　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
立
原　

七
海
（
〃　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
関
町　

理
紗
子
（
〃　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
山
本　

萌

　
（
恋
南
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ　

バ
ド
ミ
ン

　

ト
ン　

ダ
ブ
ル
ス
）

＊
岡
田　

紗
季
（
〃　

ダ
ブ
ル
ス
）

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

　

２
月
27
日
、石
岡
運
動
公
園
体
育
館
に
お
い
て
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
水
準
の
発
展
や
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
ら
れ
た
団
体
・
個
人
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

今
年
は
、
７
団
体
と
16
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
、
石
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
佐
野
純
二
会
長
）
か
ら
結
成

40
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ソ
ー
ラ
ー
電
波
時
計
塔
１
基
が
石
岡

市
に
寄
贈
さ
れ
、
常
陸
風
土
記
の
丘

獅
子
頭
展
望
台
前
の
ふ
れ
あ
い
広
場

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
季
節
は
春
を
迎
え
、
ご

家
族
な
ど
で
お
出
か
け
の
時
は
、
よ

り
便
利
に
な
っ
た
風
土
記
の
丘
に
ど

う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

２
月
14
・
15
日
の
２
日
間
、
中
国
・
海

南
省
万
寧
市
に
あ
る
康か
ん
ぐ
る楽

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
協
会
・

中
国
ゴ
ル
フ
協
会
の
主
催
に
よ
る
、『
第

１
回
日
中
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
』
が
開
催
さ
れ
、
日
本
代
表
の

一
員
と
し
て
、
府
中
中
学
校
３
年
生
の
木

崎
亮
太
君
（
若
松
三
丁
目
）
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

本
大
会
は
、
日
本
チ
ー
ム
と
中
国
チ
ー

ム
と
の
団
体
戦
で
競
わ
れ
、
木
崎
君
は
高

校
生
の
部
（
15
歳
か
ら
18
歳
）
に
出
場
し

て
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
大
会
全
体
で
は
日
本
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。
日
本
と

は
異
な
る
芝
や
グ
リ
ー
ン
の
状
態
で
、
難
し
い
コ
ー
ス
で
し
た
が
頑
張
り
ま
し
た
。
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

美
術
品
30
点
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　

２
月
25
日
、
茨
城
県
畜
産
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
防
災
関
係
団
体

や
市
民
の
皆
さ
ん
約
千
人
の
参
加

に
よ
る
、
平
成
18
年
度
の
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
は
、
茨
城
県
南
部
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
規
模

の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
石
岡

市
内
で
は
震
度
６
弱
の
揺
れ
に
襲

わ
れ
、
市
内
各
所
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

住
民
参
加
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
や
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
活

動
の
ほ
か
、
多
数
の
怪け

が我
人
の
発
生
を
想
定
し
た
救
護
活
動
な
ど
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
と
石
岡
消
防
署
に
よ
る
救

出
活
動
、
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
の
偵
察
機
に
よ
る
情
報
収
集
訓
練
や
救
難

ヘ
リ
に
よ
る
負
傷
者
の
搬
送
活
動
、
そ
し
て
山
林
火
災
を
想
定
し
た
茨
城
県

防
災
航
空
隊
に
よ
る
空
中
消
火
訓
練
な
ど
、大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
28
日
、
彫
刻
美
術
作
家
の
六
﨑
敏
光
さ
ん
（
府
中
五
丁

目
）
か
ら
、
自
作
の
彫
刻
作
品
30
点
を
石
岡
市
に
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

美
術
の
教
師
で
も
あ
っ
た
先
生
は
、
地
元
で
あ
る
石
岡
市
が
、
平

成
17
年
10
月
１
日
に
八
郷
町
と
合
併
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
新
し
い
石
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
、

特
に
芸
術
文
化
の
振
興
や
安
ら
ぎ

の
あ
る
都
市
づ
く
り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
」
と
、
今
回

の
寄
付
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
５
日
に
は
、
市
長
公
室
に
お
い
て
紺
綬
褒
章
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
総
理
大
臣
か
ら
木
杯
と
横
田
市
長
か
ら
感
謝
状
と
花

束
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

２
月
15
日
、
石
岡
市
東
石

岡
四
丁
目
に
あ
る
桧
山
医

院
の
桧
山
三み
つ
も
と府

先
生
か
ら
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
３
セ
ッ
ト
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の

人
々
が
集
ま
る
場
所
に
、
こ

の
よ
う
な
機
器
が
備
え
て
あ

れ
ば
安
心
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
▲

『
発
展
す
る
方
向
』（
１
９
８
１
）

　

ブ
ロ
ン
ズ　

50
×
55
×
32
㎝
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道
路
を
き
れ
い
に
、
安
全
に
！

まちの話題・できごと

霞
ヶ
浦
名
産
わ
か
さ
ぎ
の
人
工
ふ
化

情
報
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
て

　

２
月
26
日
、
市
役
所
に
お
い
て
合
併
後
の
石
岡
市
の
地
域
情
報
化
を
推
進

す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
、
石
岡
市
地
域
情
報
化
計
画
の
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
答
申
書
は
、
昨
年
７
月
14
日
に
地
域
情
報
化
推
進
委
員
会
へ
の
諮

問
に
対
し
て
答
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
進
め
て
い
る
地
域
情
報
化
計
画
は
、
①
情
報
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上　

②
情
報
化
推
進
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り　

③
効
率
的
な
行
政
運
営

の
た
め
の
情
報
化
推
進
、と
い
う
３
つ
の
推
進
テ
ー
マ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
答
申
内
容
は
、
石
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
企
画
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課

の
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
も
わ
か
さ
ぎ
の
人
工
ふ
化

が
、
２
月
14
日
に
高
浜
舟
溜
り
で

田
余
漁
業
協
同
組
合
（
長
谷
川

正ま
さ
つ
ぐ二

組
合
長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
用
意
し

た
の
は
、
１
束
15
枚
の
木
枠
を
22

組
ほ
ど
。
鳥
の
羽
を
用
い
た
刷
毛

で
、
シ
ュ
ロ
の
木
枠
へ
丁
寧
に
塗

り
付
け
ま
す
。
舟
溜
り
内
で
静
か

に
育
て
る
と
、
30
～
35
日
ほ
ど
で

ふ
化
す
る
そ
う
で
す
。

一
匹
に
だ
い
た
い
３
万
粒
ほ
ど
卵
を
持
っ
て
お
り
、
目
標
と
す
る
の
は

８
億
粒
の
受
精
卵
を
人
工
ふ
化
さ
せ
る
こ
と
。
こ
の
厖ぼ
う
だ
い大
な
数
に
、
自

然
界
の
厳
し
い
生
存
競
争
を
感
じ
ま
す
。
今
日
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た

わ
か
さ
ぎ
は
、
産
卵
の
時
期
を
迎
え
て
形
も
大
き
く
、
腹
部
を
押
す
と

卵
が
飛
び
出
し
ま
す
。
こ
の
人
工
ふ
化
に
よ
っ
て
、
ふ
化
す
る
の
は
約

７
割
で
、
成
魚
に
な
る
の
は
約
５
割
だ
そ
う
で
す
。

　

霞
ヶ
浦
の
名
産
で
あ
る
わ
か
さ
ぎ
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
取
り
組

み
が
続
き
ま
す
。

　

２
月
25
日
、
半
の
木
地
区
の
46
名
の
皆
さ
ん
で
結
成
す
る
、

国
道
３
５
５
号
線
石
岡
北
美
化
ク
ラ
ブ
（
樫
村
長
司
会
長
）
が
、

国
道
３
５
５
号
線
沿
道
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
道
路
を
里
子
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
里

親
に
見
立
て
、
沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い
や
除
草
な
ど
を
行
う
県
の
道

路
里
親
制
度
に
、
平
成
15
年
に
登
録
。
年
６
回
、
市
立
北
小
学

校
付
近
の
交
差
点
か
ら
羽
鳥
方
面
へ
向
か
う
国
道
３
５
５
号
バ

イ
パ
ス
の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
同
か
所
は
、
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
が
多
く
、
ま
た
、
沿
道
の
草
が
伸
び

る
と
見
通
し
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
道
路
の
美
化
活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
平
成

18
年
８
月
に
は
、
道
路
里
親
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
活
動
で
は
、45
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ
袋
お
よ
そ
20
袋
も
の
ゴ
ミ
を
回
収
。

活
動
を
始
め
た
頃
に
比
べ
る
と
、
こ
れ
で
も
だ
い
ぶ
減
っ
た
そ
う
で
す
。
会
員
の

方
は
、「
こ
こ
を
通
っ
た
人
が
、
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題・できごと

　

石
岡
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
鈴
木
か
つ
会
長
）
が
、
昨
年
７
月

か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
、
毎
月
１
回
、
石
岡
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
の
子
育
て
を
支
援
す
る

「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」
は
、
日
ご
ろ
育
児
に
悩
む
お
母
さ
ん
た
ち
に
一
時

で
も
安
ら
げ
る
場
を
提
供
し
、
一
緒
に
あ
そ
び
や
食
事
を
し
な
が
ら
子
育
て

の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
子
育
て
の
先
輩
と
し
て
相
談
相

手
に
な
れ
た
ら
と
始
ま
っ
た
も
の
で
、
毎
回
、
子
育
て
に
関
す
る
講
座
を
開

催
。
参
加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、「
同

じ
悩
み
を
持
つ
親
同
士
が
親
し
く
話
し
合
え

る
場
が
で
き
、
子
ど
も
同
士
で
も
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
」、「
先
輩
マ
マ
か
ら
乳
幼

児
期
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
し
つ
け
の
大
切

さ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

会
長
の
鈴
木
さ
ん
は
、「
人
間
形
成
が
つ
く
ら
れ
る
大
切
な
幼
児
期
に
、
子
育
て

に
つ
い
て
の
相
談
相
手
が
身
近
に
お
ら
ず
、
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
、
６
月
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
若
い
お

母
さ
ん
方
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」
で
子
育
て
支
援

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
賞
を
受
賞

　

今
年
１
月
17
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
多
数
の
来
賓
者
の
ご
臨
席
の
も
と
、「
第
47
回
交
通
安
全
国

民
運
動
中
央
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
、

石
岡
市
か
ら
若
宮
在
住
の
川
村
博
さ
ん
夫
妻
が
、
多
年
に
わ
た
る

自
動
車
の
運
転
を
通
じ
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
秩
序
の
確
立

に
抜
群
の
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
お
も
し
ろ
理
科
先
生
』
の
標
本
展
示
館

風
情
豊
か
に
「
石
岡
ひ
な
巡
り
」

　

市
立
柿
岡
中
学
校
（
岩
本
泰
則
校
長
）

で
は
、
３
学
期
の
間
、
県
で
行
っ
て
い

る
事
業
「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
」
の
中

で
紹
介
さ
れ
た
動
物
の
剥
は
く
せ
い製
展
示
会
が

行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
付
近
に
住
む
方
々

な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。
鳥
類
や
哺
乳
類
、
魚
類
ま
で
こ

の
よ
う
に
実
物
を
一
度
に
見
ら
れ
る
機

会
は
あ
ま
り
な
く
、
自
分
た
ち
の
近
く

に
、
動
物
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い
る

こ
と
に
驚
い
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

２
月
３
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で

の
間
、
市
内
中
心
市
街
地
を
会
場

に
し
て
、
石
岡
ひ
な
巡
り
が
風
情

豊
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
月

３
日
の
ひ
な
祭
り
に
は
、
市
内
小

学
生
ら
が
参
加
し
て
人
形
を
飾
っ

て
い
る
お
店
や
酒
蔵
の
見
学
を
す

る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち

の
賑
や
か
な

声
が
ま
ち
な
か
に
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、
商

工
会
議
所
女
性
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
着
物
で

歩
く
会
も
行
わ
れ
、
古
き
良
き
風
情
を
演
出

し
て
い
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
は
桃
の
節
句
の

華
や
か
な
情
景
が
広
が
り
ま
し
た
。
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情報　ネットワーク
　

茨
城
県
県
南
地
方
交
通
事
故
相
談

所
で
は
、
損
害
賠
償
の
こ
と
、
保
険

金
請
求
の
こ
と
、
示
談
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
専
門
の
交
通
事
故
相
談
員

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所　

茨
城
県
土
浦
合
同
庁
舎 
本

庁
舎 

３
階
（
土
浦
市
真
鍋
５
‐
17
‐

交
通
事
故
相
談
所

　

㈶
茨
城
新
聞
文
化
福
祉
事
業
団
で

は
、
交
通
事
故
で
親
を
な
く
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
に
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
の
公
式
戦
を
観
戦
し
て
も
ら
う

「
私
も
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
応
援
団
」
を

企
画
し
ま
し
た
。

日
時　

４
月
29
日
（
日
）

第
７
回
「
私
も
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
応
援
団
」
募
集

標準営業約款制度「Ｓマーク」をご存知ですか !
　標準営業約款制度は、消費者（利用者）
擁護のために法律で定められた制度です。
厚生労働大臣認可の約款に従って営業する
ことを登録した、「理容店」「美容店」「ク
リーニング店」「めん類飲食店」「一般飲食店」
では、店頭にＳマークを掲げています。登
録店は、安全・清潔・安心を約束し、お客
様の信頼できるお店選びの目安になります。

◆問い合わせ　（財）茨城県生活衛生営業指導センター
　　　　　　　☎ 029 - 225 - 6603

厚生労働大臣認可
標準営業約款・Ｓマーク

午
後
４
時
キ
ッ
ク
オ
フ

場
所　

県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム　

※
各
自
、
試
合
開
始
ま
で

に
入
場
・
着
席
（
交
通
費
と
し
て
一

家
族
に
一
律
３
０
０
０
円
を
支
給
）

対
象
試
合　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
対

浦
和
レ
ッ
ズ

募
集
対
象　

県
内
の
交
通
遺
児
（
18

歳
以
下
）

定
員　

子
ど
も
・
保
護
者
・
家
族
あ

わ
せ
て
２
０
０
人
（
必
ず
20
歳
以
上

の
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆納付書は、年金から天引きされない方に送付いたします。
【送付対象者】
　①年金額が年額 18 万円未満の方
　②平成 18 年度に 65 歳になられた方、または、転入された方
　③年金天引きになっていた方が、平成 18 年度に何らかの理由で、天引
　　きできなくなった方

上記の②の方については
現在、1 回あたり 15,000 円以上の年金受給者であれば、平成 19 年度の
8 月以降に順次、年金天引きに切り替わります。

介護保険料についてのお知らせ
平成 19 年度の介護保険料の納付書（暫定第 1期、2期）が
4月に送付されます。

■問い合わせ　市役所 高齢福祉課 介護保険室
　　　　　　　☎ 23 - 1111（内線 154・165）

上記の③の方については
平成 19 年度 4 月（1 期）・6 月（2 期）・8 月（3 期）については、納付
書で納めていただくことになります。10月からは、年金天引きに戻ります。

26
）

相
談
日　

平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
４
時
30
分

＊
弁
護
士
相
談
は
、
毎
週
水
曜
日
の

午
後
１
時
～
４
時
、
予
約
制
で
す
。

必
ず
事
前
に
お
電
話
で
予
約
を
お
取

り
く
だ
さ
い
。

（
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
～
翌

年
１
月
３
日
を
除
く
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

市  長  と  語ろう
お 気 軽 に

　さまざまな事柄について、直接市長と話し合
いませんか。どうぞ、お気軽にお申し込みくだ
さい。
◆日時　５月 25 日（金）午前 10 時～正午
　　　　１組 20 分以内（4 組まで）
◆場所　市役所 2 階  市長公室

◆対象者　市内に在住・通勤・通学する個人、グループ
◆申込締切　4 月 27 日（金）
◆申し込み・問い合わせ
　市役所 秘書広聴課 ☎ 23 - 1111（内線 211）
＊公務の都合上、日程が変更・中止となる場合があります。

茨
城
県
県
南
地
方
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
１
１
２
３

参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
）

参
加
費　

無
料　

申
込
締
切　

４
月
13
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

茨
城
新
聞
鹿
島
支
社

☎
０
２
９
９
・
８
２
・
１
７
３
０
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石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募　

集

そ
の
他

日
時　

４
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
～
３
時

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

イ
ベ
ン
ト

日
時　

４
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

気
象
庁
地
磁
気
観
測
所
構
内

（
石
岡
市
柿
岡
５
９
５
）

内
容　
『
科
学
こ
そ 

世
界
を
つ
な
ぐ 

共
通
語
』
を
テ
ー
マ
に
、
地
磁
気
と

そ
の
役
割
を
図
解
し
た
ポ
ス
タ
ー
展

示
、地
磁
気
に
関
す
る
ミ
ニ
講
演
会
、

観
測
に
用
い
る
測
定
器
の
実
演
や
地

磁
気
の
簡
単
な
実
験
、
構
内
に
あ
る

大
正
時
代
に
建
造
さ
れ
た
文
化
的
価

値
の
あ
る
建
物
の
公
開
な
ど

問
い
合
わ
せ

地
磁
気
観
測
所 

総
務
課
業
務
係

☎
４
３
・
１
１
５
１

気
象
庁
地
磁
気
観
測
所

施
設
一
般
公
開

国
府
地
区
公
民
館

休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
、
国
府
地
区
公
民

館
の
休
館
日
が
、
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。
ご
確
認
の
う
え
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
毎
週
月
曜
日
（
定
期
休
館
日
）

・
祝
日
（
そ
の
日
が
月
曜
日
に
当
た

　

る
と
き
に
は
、そ
の
翌
日
も
休
館
）

・
12
月
28
日
〜
翌
年
１
月
４
日
（
年

　

末
年
始
）

問
い
合
わ
せ　

国
府
地
区
公
民
館

☎
２
２
・
２
９
４
０

自衛隊幹部候補生募集

◆受付期間　５月 11 日（金）まで
◆応募資格
　・22 歳以上 26 歳未満で大学卒業程度の学力を有
　　する方
　・20 歳以上 22 歳未満は大卒者（平成 20 年 3 月
　　卒業見込みを含む）
　・学校教育法による大学院修士課程修了者（見込
　　み）は、28 歳未満（海上技術幹部候補生は、理
　　学または工学課程修了者に限る）
◆給与　大学卒：210,300 円
　　　　大学院卒：227,700 円
　　　　　（いずれも平成 18 年 4 月 1 日現在）
　　　　ボーナス年 2 回（6 月・12 月）
◆試験日
　1 次　5 月 19 日（土）
	 ５月 20 日（日）（飛行要員のみ）
　2 次　6 月 19 日（火）～ 6 月 21 日（木）のうち
　　　　指定する 1 日
　3 次　7 月 18 日（水）～ 8 月 4 日（土）　
　　　　（飛行要員のみ）
◆入隊時期　平成 20 年 3 月下旬～ 4 月上旬
◆連絡・問い合わせ
　自衛隊茨城地方協力本部 土浦地域事務所
　☎ 029 - 821 - 6986　
　＊ホームページ  http://www.ibaraki.plo.jda.go.jp
　市役所 総務課 ☎ 23 - 1111（内線 254）
　八郷総合支所 総務課 ☎ 43 - 1111（内線 1338）

　

手
話
を
学
び
な
が
ら
、
耳
や
言
葉

の
不
自
由
な
方
々
へ
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
と
の
交
流
を

目
的
と
し
て
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

期
間　
【
入
門
課
程
】
５
月
12
日
～

平
成
20
年
２
月
23
日
（
全
20
回
）

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
（
変
更
あ

り
）
午
後
２
時
～
４
時

【
基
礎
課
程
】
５
月
12
日
～
平
成
20

年
２
月
23
日
（
全
20
回
）

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
（
変
更
あ

り
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
ひ
ま
わ
り
の

館 

会
議
室

受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負

担
（
入
門
編
１
０
０
０
円
、
基
礎
編

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

１
５
０
０
円
位
）

定
員　

各
課
程
30
名

申
込
方
法　

電
話
も
し
く
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
20
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

FAX
２
２
・
２
４
４
０

場
所　

水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
館
（
水
戸
市
赤
塚
１
‐
１ 

赤
塚

駅
北
口
隣
接
・
ミ
オ
ス
２
階
）

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
０
０
１

※
駐
車
場
は
、
会
館
隣
接
の
水
戸
市

営
駐
車
場
に
駐
車
く
だ
さ
い
。

内
容　

①
講
演
「
人
工
肛
門　

人
工

膀
胱
保
有
者
の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー

講
習
会
」
講
師
・
相
談　

梶
原
睦
子

先
生
（
ア
ル
ケ
ア
㈱
学
術
グ
ル
ー
プ

ET
看
護
師
）　

②
ス
ト
ー
マ
用
装
具

展
示
・
説
明

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

４
月
12
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人 
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会 

◇一般・技術幹部候補生◇

茨
城
県
支
部
事
務
局
（
長
谷
川
）

☎
０
２
９
３
・
２
２
・
５
２
４
２

情報
ネットワーク

広報いしおか　№３６　１８
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